
力詩J中カテ 小カテゴリー   記述内容  

肝  
一人で負担を翫ない棚づくり【16】  

m   

ゆとりのある人1体制【10】   譲師の人材確保によりゆとりのあるケアが提供できるように  
同等に余裕が持てる。  

スタッフの負  

担を軽減でき  
オーバーワークにならないスケジュール  r訪問看護の仕事が好き」というNsは多いのですが、あまりに   

【5】   任が重く力仕事も多くオーバーワークの状態。  

… 睾苦 【2】   望休がとれるように完全受持ち制とせずにチームで動く（同    チームナーシンクによる訪問書凛の実現      行訪問等をしている）  

負】  夜伽の‾人訪問体制【り  －  24時間365稼動するための体制つくり（夜間の＿人体制、   
緊急時の対応）   

u  
n  

管理者が生き  
り残業代も出ず労㈲荷重となってしまう。  

生きと★ける  スタッフの意見を尊重しつつも管理者の仕事への情熱が大切だ   

♯増づくり  
と思う。   

管理者の看護レベルの高さももちろんのこと人間性が問われる   
る  

【13】  
管理者自身の薫午の向上【2】  と思う。自分のポリシーがなければ勤まらず、スタッフの教宵   

制  と人間の把握ができること．  

づ  

く  

管理者の負担軽減【7】    l  管理者が訪問者濾を兼務せざる得ないと時間外に管理業携とな   

記録のIT化等省けるところは省き利用者に寄り添える時間を少  

り  ■■記隷のけ化・簡兼化【4】  しでも増やすことができるようにまずはしたい。負担を減らす      こと。       書類の簡素化。日々の記録、計画暮、報告暮、担当者会議への  
訪問者護の周  l出席など多忙すぎる  

辺業務の業務  
改善【7】  

のみではなく付随菜摘を行う時附分に稚拙石「  

周辺兼務の♯理、改善【3l  堅     在、早朝から0時すぎまで働かないと訪問＋串携的なことが  
】        わらない状況。その改善がまず必要。  

コールセンターホ惣が必賽【1】   一ルセンター（地域に於ける）積怨。   

l  

休暇が取れる【13】   
ワ  

休みが取れる。  

リフレッシュ休暇の導入【3】   lリフレッシュ休暇制度の導入、   

イ  子育てが出来る環境。保育園や学童保有ができる施設の併設が  
子   ベストだが、近所の保育間には入れるよう優先制度があるとよ  

く  い。冬休み、ま休みにも対応できるシフト組みと職場の努囲気  
り；   づくり。  

背設備があれば、長期産休中のバートが二人が戻ってこれ  

闘  の介護について理解と協力    上の介さについて理精しあう★嶋風土づくり 【3】  

れ  
る   
■  実したケアにならないと思う。  

増 体   多様な勤♯形tの導入【5】   個々のスタッフにあったライフスタイルへ対応する勤務時間の  
配慮。   
満足できる絵  

給与■緒手当の改善【13】  定期的な昇給ができる経営。  

絵  

等  
与   訪問だけではなく他の薬扶（帳表顆などの検討をする。マニュ アルを作る。）が給料に評価されること。  
の  労帖件の改善【2】  労働条件の改善、  
改  
苦  能力があり経畢年数も長い看護師にはみあった給与が必要であ  
と  キャリアに応じた給与、賭事当の改善【1】   リそれを保障できる収入。  

小規模運営では常に不安定であリブ削こ常勤換屡5．0以上の中  

・   
～大規績運営に切り拝えていけたら安定すると思われるこ   

利用者の変動（ターミナルが多いと矧こ）入院・入所・死亡な   
管理に向けた   どがあると途端に収入に影響がでてしまうためにベースとなる   

関  補助金の制度があれば安定して不安なく働き紺ナられるu  

す  看護師1人3件／1日の訪問でも利益のあげられる報酬にしてほし   
安定した経営   

夫  診正頼dの改  【3】   では看護師不足で24時間体制がとれていないが常に連絡休訓  

定【3】  がとれるようにしたリターミナルケアを実施したりしているが  
診療報酬の請求ができない現状で矛盾を感じる）   

地  

安定した経営を可能にする鯵★輪■の改定    る    い．  エ  を可能にする   安定した運営（黒字l－よる）を支える診療報酬の改定．（劇座  
贋師とのぬが見えるおつきあい  

達筆   法人との連携【1】   】スタッフの意見はなるべく法人へも伝えている   

携他  ■媚だけでは書理【1】   
職場だけでは無理。もっと周囲（行政笛）が力左入れてほしノ  

い。  

三漂   ！その他【3】  煉性が拙くことをぢ！削‾ることが必翼．♯せイ弓い相月＝■く   

と  ほず教宵の現場が卓二亀の寺門性の罠雛をト‡つ学生を虻けをして  
‖ ”  書■暮ヰ教育の充実【1】  1ほしい。   

‥
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行政に期待すること  

記述内容を最小限の意味ある内容にカード化し、KJ法によりカテゴリー化した。  

【】内はカードの数  

カテゴリー 記述内容  

報酬制度の改善【47】  ‾ 
、∴‾－－て∴－ご・  

∴．エ＿い＿∴．∴： 

、こ 
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了ニニ主∴こて 
豊報酬制度で評価されない業務に ‾ 

1 ！‾‾ 
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∴∴．．  

≧広域ネッ？て‾クの限【3】  轡一剋」－－r－－h▼－一Ⅶ－W・－－r 
－ 「衰雨滴看転海南江東tt司「▲石打「 

庚蘭内容の充実化が図れ社会的にも鬼平ポジションと扱ってほしい。  

ト  
、  

】  

警†研修実施●研鰭支援の体制【25】  

研声 

ー・、－一－一一皿－・・一－ 望人数の少ない職場で†箇所だけでは調整しにくい、研桂への支保体靴  
芦ら1年間持続した指導）  

確 ㌔経営アドバイス、数寄等のコンサルテ…ションシステ廃営のアド′くイスが受けられる体制作り  
ム【3】  

烹恋吾碧  
3 」 

一   
ル〉「′▼ん－＿ 】J〈」．¶叫 mい¶「～一 】  －ル、】－  

†管理者への支援【1】  
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カテゴリー  記述内容  

現在は子供をもって仕事をするのがまだまだ困難な状況。行政がもっと後押  

i主義諾胃老芸？妄完霊宝貰ム雪空晋雪亨禦至警讐と差益聖書云詣歪讐  

子
育
て
支
援
 
 
 

【
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4
】
 
 

i保育施設等、子育て支援【14】  在宅・施設など職域が拡大できるのではないか。  

夫の育休がとれる職場の体制の確立を。子供が病気の暗も仕事を理解しても  
らい家族で看病できる。  

復
職
支
援
等
、
看
護
職
員
確
保
対
策
 
 

の
強
化
【
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訪問看護師の確保について：潜在看護師の把握が地域ごとにできるようにま た教育も身近なところでできるような休制をつくっていただきたい 

。（ナー  

スセンターが近くにない等の問題から行政で再検討して欲しい）  

■  
ち潜在看護職員の復職支援【12】  

人材の確保制度、  

地域の情報（幕張状況）  人材が応募するのに、インターネットで調べたり  
が検索でき   里込できるようlこする  訪問者譲師確保対策の強化【12】  

護求職フェアのような事業所と求職者を結びつけるような催しの開催  
する。  

訪問者講師人材確保のためのPRについてバックアップしていただきたい。  
】  

病院看護師が訪問者謹を理解するため、今以上に研修や休校を行なって欲し い。  i病院勤務看護師の訪問看護体験  

† 」  
i病院勤務者護職員とのローテーション制度【2】  

看護の人材が適切に配置されるよリリーダーシ ップをとって欲しい。（病院  
と在宅とのローテーション、交流など）  

助成制度等の設置。  

補助金の制度を考えてもらいたい  
助  

学生実習補助金額の増随  

lT化のための補助。   

今、ステーションも24時間体制をとるようになってきているが、今でさえ  
人員不足で、これまで昼のみの仕事として選んできた看護師が24時間なら  
と他の職場に行くことも考えられる。  
24時間を希望するなら、それをサポートする他の暇唖のコストアップの支援  
グループの確保をしてください。  

制  
24時間オンコール体制の確保。夜間の呼び出しはきつい。  

東面緊急加算届のSTは、昼訪問、夜寝ながら携帯を持っている。近年丑百‾‾  
化、ターミナルが多く、また退院時数日で絶了など新規一終了期問の短掩が  
目立ち大変。経営的にも大変。緊急加算届STへの支援、補助金など期待した  
い。（挑帯手当王哩も困難なため   」   ‾  
24暗面体制を取っていたりす言古ストレスも看てこ 
やすい部分でもある為、労働条件を均等に、隔たりがないように指定いただ  

柊  幽＼。  

採用条件に落差がみられる、採用条件のラインを各組矧二指定のとき、ガイ   

助成金の補  

管
理
運
営
の
サ
ポ
ー
ト
【
2
4
】
 
 

24時間体  

ー    ，．．．．  ＿ 一■     ＿＿       ＿ l事業所間の  
ドラインがあると諮差がなくなるのではないか。  

医師を通さないと何もできない。医師の指示書が十分でない。ステーション  
医師への指示書に関連した連携指導【4】  側だけがそれについて責任を負うことが多い。医師側への指弾をして欲し い。  

看護師の羅用の条件がしっかりとしたものであれば4、5年毎にSTを変わるこ  】   
事業所への労働条件改善の指導【1】  とはないと思う。退職していくにはやはり条件の悪さがあると思うので事業  

所への指導をお願いしたい。   

窓連  r何でも相談」のような気軽に相談できるような部署が身近にあると良い。   

【ロ携   

9の・ 】 
設相  

研件や地域の区役所との方たちとも交流を持てる甥があると良い。  

置談   
区内のステーション月1回管理者連絡協議会定例会実施し、情報の共有と研榛  
を実施している。   
訪問先での安全の確保（男性】人暮らし、セクハラ、言秦の暴力）簡語テニえ 

そ  
があった場合や重介護の場合は2人対応のケアがもっとできる制度に変更し  
てほしい。いつも危険を感じながらも支援め必要性も高く事業所としては対   

の  応に悩む   
他  看護師兼成校の増加  

【  官公庁立の訪問春機ステーションを増やす。  

8 】   管理者学歴を高い位正に。  

にのよつなアンケートに答える為に膨大な時間がかかります。毎年市町村に  
アンケートが手間【1】   提出しているのでそこから数字をアンケートを作る側に把捉しておいて下さ  

ると助かります。   

ー41－   



帯  

まとめ  

1．看護職員就業者状況  

本調査における平成20年度看護職員従事者数は、1，352名であり、平成18年度～平成   

20年度の看護職員従事者数は微増ではあるが増加している。  

しかしながら、2年毎に実施される業務従事者届1）においては、訪問看護ステーションの従事   

者数は平成16年1，805名、平成18年1，342名と減少しており、今回の調査結果だけ   

で微増しているとはいえない。  

1つの訪問看護ステーションにおける看護職員従事者状況をみると、常勤換算で平均4．8名、   

3名未満で運営されている訪問看護ステーションが13．0％、「3～6未満」で運営している訪   

問看護ステーションが66．0％であり、看護職員2．5名という設置基準ぎりぎりで日々の訪問   

看護を実践している訪問看護ステーションが13．0％あった。  

また、常勤看護職員の配置が1名のみの事業所が、訪問看護ステーション総数の8．0％を占め、   

管理者1名だけが常勤で、その他を非常勤で繋いで運営するという厳しい現状が伺える。  

さらに、本年度は全国の訪問看護ステーションの設置数が平成4年の訪問看護制度発足以来、   

初の減少2）となり、本県の訪問看護ステーション設置数においても同様の状況にあり、訪問看護  

ステーションの経営および看護職員確保の困難さを示している。  

2．看護職員離職状況  

平成18年腔、平成19年度の過去2年間の看護職員離職率は、平成19年度は21．0％、平   

成18隼度は18．9％であり、2．1％離職率が上昇している。  

雇用形態別に比較すると、平成1㌢隕腋常勤離職率は16．2％、非常勤離職率は26．0％で  

あった。  

I二l木看護協会による■「2007年病院看護実態調査」3）では、病院に勤務する常勤看護職員の   

離職率は12．4％であり、今回の調査結果と比較し、訪問看護ステーションの離職率が病院の離   

暇率より 、：う．8％高い結果となった。  

各訪問看護ステーションの離職率を比校すると、退職者が1名もいなかった訪問看護ステーシ   

ョンが全体の28．0％（56ケ所）を占め、その他は1％～70％以上の離職率まで、ばらっき  

があった。  

離職要因をまず看護職員ひとり当たりの一日平均訪問看護件数で比較すると、一日平均訪問看   

護什数が6回以上の≠業所の80％で離職者があったが、－一日平均訪問看護件数が3～ 4回未満   

であっても、68．9％の・ji業所で脚一哉者があり、一日平均訪問看護件数だけでは離職理由の要因  

にはなりにくいと考える。  

さらに、平成19年度の退職状況を「退職者なし」「退臓者あり」の2つの附こわけ、訪問看   

護ステーションの開設年数別、訪問看護体制別に比較したところ違いはなかった。  

しかし、自施設に対する考えについて管理者に36項目について主観的評価を求め、「退職者   

なし」「退職者あり」群で比較したところ、設問「ケアの質に関する看護の基盤 一全ての患者   

に対して看誰ケア計画が記戦され、常に見直されている」に有意差があり、実践している訪問看   

護の質そのものが離職要因となっていることが示唆された。  

3．平成19年度1年間の退職者個別状況  

平成19年度1年間に275名の退職者があ／〕たと川答があり、そ〝）退職潮川」について管理者   

が把握している範囲で回答を求めたとこ7）、迫暇理由の上位は「腱樋上の肛胞」ト身上の都  

合」「妊娠・出産」であった。  
－▲l：ユーー   



また、退職後の就労状況は、14．5％が「病院に就職」であり、20．7％が「仕事をしな  

い」であった。   

潜在看護職員を対象にした退職理由の調査結果4）では、退職理由の上位は「出産・育児」「他  

分野への興味」「看護内容への不満」であり、今回の訪問看護ステーション退職者を対象とした  

調査では「健康上の問題」が最多の理由であったことが特徴であり、運転による移動、一人で訪  

問する等の就労環境が影響しているものと考える。  

4．看護職員採用状況   

看護職員採用者状況については、4月1日付け採用者よりも中途採用者が多くを占める。   

平成18年度に退職者があった施設110施設のうち、平成19年4月1目付け採用者も中途採   

用者も0名で、全く採用が出来なかった施設が、22．7％（25施設）あった。   

看護職員の充足状況については、訪問看護ステーション総数の64．5％が「不足している」と回   

答しており、募集しても求職者がなく、退職した後の補充が出来ず看護職員が不足する状況が起こ   

っている。  

5．訪問看護師の確保・定着に関する課題と今後の体制整備に向けたニーズ（P44参照）   

訪問有識師の確保に関する課題の上位は、『募集しても応募がないことへの対策』『訪問看誰の  

PRが不足』『訪問看護において必要としている人材不足』であった。   

また、定着に関する課題の上位は、『労働条件にみあった雇用条件の改善』『訪問看破を実践す  

る上でのスタッフの負担感』『教育研修体制わ確立』『慢性的な忙しさからくる疲労感・ストレ  

ス・腰痛』であった。   

これらの確保・定着の課題解決のために管理者は、「訪問看護師のやりがいを支える」ことを中  

心に訪問看護師が働き続けられる職場づくりが必要と考え、『訪問看護州毎）やりがいを支える教  

育・サポート体制づくり』『働きやすい職場風土づくり』『スタッフ・管理者の負担を軽減する体  

制づくり』『ワークライフバランスが取れる職場体制づくり』『給与等の改善と経営管理に関する  

工夫』『地域・他機関との速決』が必要と考えている。   

上記の回答および退職・採用状況から考えると、訪問看護ステーションにおいては、離職率が高  

い上に、退職後の人員を募集しても応募がなく人材確保が出来ない状況にあるといえる。この状況  

を踏まえ今後の確保・定着については、新規採用者の確保にむけた「非集しても応募がないことへ  

の対策」が求められる一方、「現在就労している訪問看護師が辞めないで働き続けられる職場づく  

り」が求められる。この2つを中心に確保・定着にむけた体制整備について考察する。  

1）募集しても応募がないことへの対策について   

多くは、多額の費用をかけて広告を出しても反応さえないという回答を鵠：せ、看護職員の確保   

には「職員や管理者の口コミ」に頼らざるを得ない状況になっている。   

この「募集しても応募がない」という状況の要因の1つとして、『訪問着諾のⅠ）lてが必要』をあ  

げ、具体的には「訪問着諸にマイナスイメージがある」「看護職に訪l了り看護が知られてない」  

「訪問看護のPRが不足している」の3つのカテゴリーが抽出された。「訪IJり肴掛こマイナスイメ  

ージがある」については、「訪問看護は大変というイメージがある」「安定した職場のイメニ∵シ  

がない」等が挙げられ、働き続けられる魅力ある職場づくりと共に、訪問着護の廻力左・他の†了講   

職員にPRしていく方策か必要とされる。  
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図1．訪問看護師の確保・定着に関する課題と今後の体制整備に向けたニーズ  
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2）訪問看護師が辞めないで働き続けられる職場づくりについて  

管理者は、「訪問看護のやりがいを支える」ことが確保・定着には必要と考えており、「訪   

問看護のやりがいを支える教育・サポート体制づくり」「働きやすい職場風土づくり」「スタ   

ッフ・管理者の負担を軽減する体制づくり」等が求められていると考えている。  

（1）教育体制づくりについて  

管理者は、「訪問看護のやりがいが実感できること」や「モチベーションの維持」を重視し、   

「研修受講できる体制づくり」「モデルとなる指導者を育成する」ことにより、質の高いやり   

たい看護が実践できることにつながる「訪問看護のやりがいにつながる教育・サポート体制」   

が必要と考えている。行政に期待することにおいても「教育・研修体制の確立」を期待してお   

り、小規模運営という背景から、研修受講が困難であったり、教育プログラムを確立していな   

い現状があることから、研修受講しやすい体制支援や訪問看護ステーションにおける標準的な   

教育プログラムやキャリア開発プログラムの確立が今後求められると考える。  

（2）職場風土づくりについて   

管理者の多くが、「スタッフ間で協力しあう職場風土」が必要と考えている。今回の調査で  

は、28．0％の訪問看誰ステーションが過去1年間に退職者がいなかった。退職者の有無に訪  

問者誰体制・一日平均訪問看護件数は影響なく、自施設に対する管理者の考えの設問「ケアの  

質に関する看護の基盤 一全ての患者に対して看護ケア計画が記載され、常に見直されてい  

る」に有意差があり、実践している訪問看護の質そのものが離職要因となっていることが示唆  

されており、質の高い訪問看護を実践できる職場風土こそ必要とされていると考える。  

（3）負担を軽減する体制づくりについて   

訪問者誰を実践する上でのスタッフの負担感については、「一人訪問の負担感」「緊急対応  

に対する負担感」「移動（車等）にかかるリスクが大きい」等、訪問着誰そのものに対する賓  

担感よりも、実践する上での関連業務に関する負担感が大きい。管理者も負担感の軽減につい  

ては、「一人で負担を抱えない体制づくり」「訪問看誰の周辺業務の業務改善」および「管理  

者の負担軽減」が必要と考えている。   

訪問者誰の周辺業務の業務改善については、「看護記録のIT化・簡素化」を挙げており、訪  

問看護師が働き続けられる職場づくりのためには、まずは訪問看護に係る周辺業務を整理し、  

質の高い訪問看護実践にその能力を集中できる環境整備が求められる。   

加えて、「休みが取れる体制づくり」にむけて必要な人員配㌍が可能となるよう看護職員の  

確保が重要となる。  

6．今後の求められる方策  

管理者が考える訪問着誰肺のやりがいを支える職場づくりを支えるものとして、「訪問看護の   

PRJ「教育・研修体制の確立」「子育て支援・復職支援等、看護職員確保対策の強化」「管理   

運営のサポート」「連絡・相談窓口の設置」「制度の改善」に期待を寄せている。  

特に、訪問着誰にマイナスイメージがある、看護職に訪問看護が知られていない等、訪問者護   

を目指す人材確保、新規利用者の開拓にむけ、訪問看護の魅力を伝える「訪問者誰のPR」が重  

要となる。  

加えて、質の高い訪問着誰を実践できる職場風土こそ求められ、働く看護職員は質の高い日分   

のやりたい看護実践が出来る環境を求めている。そのためには、教育・研修体制の確立や訪l～り看   

護に係る周辺業務の改善とともに訪問看護を担う人材確保が重要となる。  
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特に、憎至急対応に対する負担感」等、夜間を含めた24時間対応による携帯電話当番や事務  

作業等、訪問看護に係る周辺業務の改善にむけては、訪問看護ステーションの大規模化やネット  

ワーク化による事務業務の集約化、看護記録のIT化等、厚生労働省での検討の動向をみながら、  

今後、検討が必要とされる。  

7．調査の限界  

今回の調査は、自作の質問用紙による調査のため各訪問看護ステーションが抱える課題等のお   

およその把握であること、さらに63．5％の回収率であることから結果の一般化には限界がある。  

今後はさらに看護職員の退職率が低く、定着している訪F封看護ステーションの現状を調査し、   

訪問着護ステーションにおける看護職員確保に活用していくことが必要である。  

文献  

1）大臣官房統計情報部人口動態・保健統計課保健統計室：平成18年衛生行政報告例  

2）大臣官房統計情報部社会統計課：平成19年介護サービス施設・事業所調査  
3）日本看護協会：2007年病院看護実態調査．  

4）中央ナースセンター事業部：潜在看護職員の成業に関する報告書，平成20年3月．  
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資料2  

訪問看護ステーションにおける人材確保・定着に関する実態調査  

大変恐縮ですが、平成20年12月26日（金）までに御返送ください。  

訪問看護ステーション管理者の皆様へ   

この調査票は、訪問看護ステーションの管理者の皆様を対象と  

し、人材確保や定着に関する実態をお聞きするものです。   

皆様のご回答が今後の看護職員確保対策の貴重な基礎資料となりま  

す。お忙しいところ、申し訳ありませんが、調査の趣旨をご理解い  

ただき、ぜひご協力くださいますようお願いします。  
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問‘仁 貴訪問看護ステーションの概要についてお伺いします。   

1．設置主体  

②公的・社会保険関係団体 ③医療法人 ④社会福祉法人  

⑥看護協会  ⑦社団・財団法人  

⑨営利法人  ⑪NPO  

庄）地方公共団イ本  

⑤医師会  

⑧協同組合  

⑪その他（  

2．同一法人で併設している施設（複数回答可）   

①病院  ②診療所  ③指定居宅介護支援事業所 ④介護老人福祉施設   

⑤介護老人保健施設  ⑥介護療養型医療施設   ⑦ヘルパーステーション   

⑧その他  

貴訪問看護ステーションが設置されている地域について該当する番号に○印をつけて  

下さい。  

（手 械浜北部  

（∋ 横浜西部  

③ 横浜南部  

④ 川崎北部  

（9 川崎南部  

⑥ 横須賀・  

⑦ 湘南東部  

⑧ 湘南西部  

（9 県央  

⑪ 県北  

⑪ 県西   

（鶴見区・神奈川区・港北区・緑区・青葉区・都筑区）   

（西区・保土ヶ谷区・旭区一戸塚区・泉区・瀬谷区）   

（中区一雨区・港南区・磯子区・金沢区・栄区）   

（高津区・宮前区■多摩区t麻生区）   

（川崎区・幸区・中原区）  

三浦（横須賀市・鎌倉市・逗子市・三浦市・葉山町）   

（藤沢市・茅ヶ崎市・寒川町）   

（平塚市・秦野市・伊勢原市・大概町・ニ宮町）   

（厚木市・大和市・海老名市・座間市・綾潮市・馴I町・清川村）   

（相模原市）   

（小田原市・南足柄市・中井町・大井町・松田町・山北町・開成即・箱根町・真鶴町・湯河原町）  

4．開設してからの年数   

（D l年未満   

（a l年－3年未満   

③ 3年～5年未満   

④ 5年以上   

5．訪問看護ステーション体制について   

1）24時間連絡体制加算の届出 ①あり  ②なし  

2）24時間対応加算の届出  ①あり  ②なし   

3）訪問者言酎本制について  ①受持ち制 ②チーム制 ③受持ち制とチーム制を併用  

6．看護学生の実習受入れ状況   

（丑 受け入れている  ②受け入れていない  

問2 利用者の状況（平成20年4月～10月の平均実績でご記入ください）   

1．1ケ月あたりの平均利用者案人数 （  ）名  

2．1ケ月あたりの平均訪問件数  （  ）件  

3．常勤換算看護職員従事者一人当たりの1ケ月の訪問看護件数（  

4．看護職員従事者一人当たりの1日の訪問看護件数   （  

問3 過去2年間の事業所の収支状況 当てはまる番号に○印をつけてくださし㌔  

平成19年度  （D 黒字 ②収支均衡（卦赤字 ④把握していない ⑤未開設  

平成20年度（予想） ① 黒字 ②収支均衡 ③赤字 ④把握していない  
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問4 過去2年間の職員就業状況  

1．各年度ごとの4月1日現在の職員数 該当項目に当てはまる数字をご記入ください  

年度   平成、18年4月1日現在の職員数  平成19年4月1日現在の職員数 

職種   
准看護   理学療   作業療   ■至・■患   

保健師  鵬師  団  准看護 田  田 叡去士  田 療法士  事珊  田  四  看護師  
法士   法士  

常勤  

非常勤（実人数）  

非常勤（常勤換算数）  

2．1年間に退職した職員数  実人数をご記入ください  

平成18年度退職者数  平成19年度退職者数  

（平成18年4月1日一平成19年3月31日）  （平成19年4月1日～平成20年3月31日）   

職   保健師  助産師  看護師  准看護師  保健師  助産師   看護師  

常勤  

非常勤  

3．1年間に採用した職員数 塞A数をご記入ください。  

1）各年度 4月1日付け採用者数  

平成18年4月1日付け 採用者数  平成19年4月1日付け採用者数   

職種   保健師  助産師  看護師  准看護師     保健師   助産師  看護師  准看謹師   

常勤  

非常  

2）各年度中途採用者数（当該年4月2日～翌年3月31日までの採用者数）  

平成18年度 中途採用者数  平成1．9年度 中途採用者数   

職種   保健師  助産師  看護師  准看護師  保健師   助産師  看護師  准看護師   

常勤  

非常勤  
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問∈5 平成19年度1年間に退職した看護職員（同一法人の施設への異動も含む）の背景  

該当項目に○印もしくは必要内容をご記入ください。  

退職理由については、管理者の方が把握している範囲および管理者の主観でご記入くだ   

さい 

号のうち1つを選択して、数字をご記入ください。  

問6 平成20年度 看護職員の就業状況   

1．平成20年4月1日現在の職員就業者数  

常勤    非常勤  

2．看護職員状況  

平均継続勤務年数   

平均臨床経験年数  平均訪問看護経験年数    年  年   
年   

常勤    非常勤  
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問7 訪問看護師の採用状況ヒついて   

1．募集方津およびその効果  

実施している募集方法全ての番号に○印を付けてください。またその方法による職員  

確保の効果の有無について、効果ありの場合は平成20年4月から10月までの実績数  

を、効果なしの場合は○印を該当する項目欄にご記入ください。  

看護職員確保に効果あり  
募集方法  看護職員確保に効果なし  

問い合わせ件   
数   人数   

（Dホームページ  

②派遣会社  

③タウン誌  

④新聞折込広告  

⑤ナースセンター  

⑥ハローワーク  

⑦職員の口コミ  

（沙管理者の交友関係における口コミ  

⑨その他（  ）  

2．採用にあたって、管理者が望ましいと考える臨床経験年数  
※①を選択した場合、管理者の方が望ましいと考える経験年数をご記入ください。  

（む 臨床経験（   ）年以上が望ましい   

② 臨床経験は必要ない  

採用決定にあたって、管理者として一番大切にしている事柄をご記入ください。  3
・
〔
 
 
 問8 看護職員確保・定着状況について   

1．貴訪問着護ステーションでの看護職員の充足状況を伺います。  

①充足している （∋不足している →不足数 （   ）名  

2・貴訪問看護ステーションでは、看護職員の確保・定着に課題を感じていますか   

確保、定着について、それぞれに分けてご回答ください。  

建塵について課題を感じている ⇒ ① はい  ②いいえ  

是量について課題を感じている ⇒ ① はい  ②いいえ   

（重度について）  

「①はい」瑚どのような課題を感じていますか。   

〔  

（定量について）  

「①はい」と回答した帥どのような課題を感じていますか。   

〔  
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問9 訪問看護師の確保一定着対策について 当てはまる項目に○印を記入してください。  

問10 訪問看護師の確保・定着について、今後、どのような体制整備が必要と考えますか。  

必要と思われる項目の皇位3つを選‡尺し、該当する番号に○印を付けてください。  

①訪問看護業務の改善〔具体的な内容をご記入ください 
② 給与・諸手等の改善  

（3 給与・諸手等以外の労働条件の改善  

④ 研修体制の充実  

⑤ 新卒新採用看護職員の採用研修体制の確立  

⑥ 定年退職者の再雇用  

（∋ 子育て支援  

⑧ 親等の介護支援  

⑨ 職員のメンタルヘルス  

⑩ 病院勤務看護職員と訪問看護ステーション勤務看護職員の人材交流  

⑪ 看護学生の実習受入れ  

⑥ 一日訪問看護体験の実施（看護職員対象）  

⑥ ホームページの充実  

⑭その他〔  
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問11 管理者、ご自身のことを伺います  

1）訪問看護ステーションにおける管理者経験年数  

丁している訪間者話ステーション  
における管理者縫取年数   

過去全ての管理者経験年数   

（Dl年未満  Ql年未満   
②1～3年   

③4～6年   

（彰7～9年   （彰7～9年   

⑤10年以上   （910年以上   

2）看護学生時代に在宅看護論の学習をしましたか。   

①学習した  ②学習していない   

3）貴訪問看護ステーションに関する次の質問項目について、当てはまる番号に○をつけてくだ  

さい。（管理者の主観でお答えください）  

5：とても当てはまる  4：やや当てはまる 3：どちらともいえない  

2：あまり当てはまらない 1：全く当てはまらない  

項目   回答   

し 
看護のリーダーシップの質   …言憲竺空生至上三二竺竺一・。   ー三¶   

十   十卜汁   
組偶のtl町遣   宥逓酬と医師の連携が良い   

御者としてスタッフの意見に耳を傾ける努力をしている      Jb         2       ㌻1‾云1「J  ‖  

看護師と他酬の連携が良い  ‾‾M‾‾ル【‾▲】▼▼Ⅶ‾’「’－r■ト■1【丁    l  

、1    4   】】 
マネジメントスタイル   2il  すべての右講師の意兄が取り入れられ尊重されている  

スタッフ聞の意思頼通がスムーズである  5  4 M   ：－‡2    l   

（の山、山片ケアを捉供するために十分な炊のスタッフが配置されている  
‾‘Ⅵ■－ 

他のスタッフと鮒ケ ！5  
十分な人＝配∬．と胃i睨   

仕一けに見合うだけのけわがr脚－て干されている   

福川卑生が充′来している   云議序言南面古ま話盲す前言万石南云靂謡言古「て   ヰ  3   r 2  l     4      2 2  l ロ     5  4  3     声  4  3   12  ロ   

ケアが糾紹されるように患者の受持ちが決められている   b  4  3   2  1  
りげ刊「胱としてのケアモデル  1   

モデルになる丘．㈲師がいる   5  4  3  

全ての揖廿に対して看護ケア計画が記載され、常に見直されている  

3   2  

伸二1よ採用・肯を対ウミにした支はフロクフムがある   ケテの■（てに関する打溝の基迫      4  3   2  ロ   スタッフ向けの教育プログラムや継続教育プログラムに力が入れられている  1  ヰ       ロ     5  4  3   2  ロ   

促供した訪問看．動こついて具体的に評価し、実践が出来る   4  3   2  
竹のlり上  

掴く寺工夫しながら訪＝H斤誰む1き践している   5  4     2  

コンサルテ・■ションとリソース  揖者ハ、のケアについて川．‡夫ができるスタッフがいる   5  4     2  

他の専Illtl砧に対してミ丘漁師の立場から意見が述べられる   5  4  コ   2  

医仰の指示に対しても〔・講師としての甘見が述べられる   
自律性  

5  

川用廿に起こりうる変化をあl－．かじめ予測して丘溝を行なうことが出来る  5   

誹l肛ri・謹の専門的な加．乱と熟絆した技術を捉供できる   5  4  3   2  

地叫とのl問わり   他紙闊・他梢伸との連絡諷瑠を適切に行なっている  514   3   2    ロ   

r盲■．i¢学生の尖省一を受入れ、学生が歓迎されている   

教：l▲子音としての有逓価  ；  l ロ  

指曾白勺役割を発揮できるn・．掛師を了F成する体制がある  ロ   

私は訪‖紺護の仕事が好きである  i   ロ  3  2 1  

私は訪糊丘偶の仕■Irに向いていると感じる   2  ロ  
n u  

でi▲護のイメ山ジ  私は訪17り丘．捌こやりがいを感じている   u  l    2  ロ  
利用者に訪問拝謝の必要†生が理解されていると撼じる  3   2  ロ  

他瞞種に訪問宥一誰の必要性が理解されていると感じる  l  3   2  

学際的連携   大学等、学際的力人材と建増しケアの評価等を行な・‾ノ憤ノ：がふィ：一  3   2  

イi‘迎l帥のキャリアを．l－Jiめるた朽の支接が行なわれている  l  3   2  ロ  

1撒紙槻発  旋設内研修が計両され、保l略されていイ）  3   2  ロ  

施設外研修が計両され、受．満する総会が作降されていイ）  1    ロ   2  ロ  



ム）訪問看護師が働き続けるためには、どのような職場づくりが管理者として必要と考え  

ますか。  

ご協力ありがとうございました。  

－55－   



厚生労働省医政局看護課  
平成21年8月27日  

員確保対策予井ぺ概算要求）の概要  平成22年度雷隷  

※上記係数は、医政局（国立高度専門研究センター関係を除く）における係数。  

1．看護職員確保対策の総合的推進  163百万円  

（む看護職員需給見通しに関する検討会（第7次）等  18百万円  
似草加琴の看護職貰の霧二広見夢しを若君す∂とと吉仁‾、彪l合∠抄房吉護滞貨∠管鋪芳彦どの炭記  

②看護職員確保対策特別事業  146百万円  
看護檻貞窟深（n紛合成仮定筐や、看護淘貨の励：労∠窟保にノ句／プン∈彪デ合劫支援等の接邸事業の実施  

2．資 質 の 向 上  4，921百万円  （1）欄 3，245百万円   

¢）新人看護職昌卒後研修事業【新規】  3，052百万円  
新人看護撥責カー卒磨虚床形を蜜／プられ岳紺を膚薬‾す最古め労音β当者研修■†城八房碧教芳の季好  

戯床併劇二村す竃．重盗   

②新人看護職員卒後研修推進事業【新規】  193百万円  
形の病防ぎでの威ん八研修の磨スノ定置杏壁7石ノ∈め、贋造吉夢をノ簸諾す石窟読含を蒜ノブ岳とと古に＼（つJ  

r研修の克美兼磨渉言筈のOJr研鯵馨んに押する定家  （2）喜聯 876百万円   

¢）認定看護師等賀格取矧足進事業【新規】  179百万円  
虐度な題衝を有す名題定義責野・専憺蒼鐸の窟都ク点者好を塵7石／∈ぬ ∠認定義萎野・凛腎芸者押野  

歳諾岸ソニゐソプる真嘗安八頗諸人ニガす孟毛麓   

②看護職員専門分野研修事業【拡充】  348百万円  
′毒度御節を有す‾名題jぎ錮雛二村す孟豪家   

③協働推進研修事業  350百万円  
医新原〃看護押筈の達彦と虜膠宮腰超す∂だd久 吉鮒二村する威力餌鍔の研修差二対する＿妄麓  

（3）質の高い看護職員の胃嘩のための支援 与09百万円   

①専門分野（がん・糖尿病）における貫の高い看護師の育成の充実  177百万円  
カ％ノノ及び晩節面貌熟引二好す石畳蒼ケアを充実す石／∈め、糊宕藤により、頗凍実昂還オ  

の′看い専戸ヲβクな義素押の青成を∠野盈   

②看護教員等の資質の向上  159百万円  
看護教貴意成筈諸富雲＼真一岩窟誓書諸富雲筈を行い三野梯筈の吉成を上野る事業の実施  （4）聯 266百万円   

①訪問看護モデル事業（委託事業）  92百万円  
・在宅療育者の多牒否ニーノてユニ劇釘ぞき石蜃療空多俊影グービニスの屠鍔た二／す／ス∈㈲静借  

（か‘参ク方孝炭兢  

・忽舞節存度の劇J在宅願者の多康彦ニーズたニガ筋す盲ノ∈d久 漏蒼と矧蒼の一体肇ノグー  
ビニズ題併体尉をモデル〃仁美こ膠し、潤箸・房断蒼ダービニス題辞のあク方を硫弘   

②訪問看護推進事業（補助事業）  174百万円  
浦蒼を檻置するだぬ 爛好古仁よ感謝簸嘉合の品ぎや、∠訪鰭蒼ズデーショ＿ンと  

医療脚鄭の府屋交カニよ右折修、漏蒼監督者や′暫定翻こ材す岳ヱ研修を実施  
孟∈、カ伍′末期居書写の存宕タ一三ナ〟／ケアをフ管超す石／∈め、研修や／アトノlイヴ一流富豪著者を実施   



3．離職の防止・再就業の支援  3，099百万円  

（1）看護職員の勤務環境の改善に向けた支援  2，559百万円  
¢〕短時間正規雇用等看護職員の多様な勤務形態導入支援事業【新規】   367百万円  

甜の就労炭穿の髪膚を檻置す岳丘d久磨棚ど多康彦教務懲蔚の導スに対する支援   

②病院内保育所運営事業【拡充】  2，192百万円  
子曹を待つ甜†竣脚筈甜じ必とす右脚職者を紀置す感度必の   

柳保育船作敵）孤軍営筈にガす富裕影についこ児碧床嘉⊂ガす岳舶などの荻禿  

（2）助産師の確保・活用の総合的な推進 しどユ喝壁占l担J墜昼二j屯甥旦）越∈迎迦注進星 23 

①助産師活用推進協議会  35百万円  
腰儒者仁よる協議合鼓筑罫レj軌豹二ゐ－〝右脚の屋成腐深†堀野筈仁ノ野す古事業を企画・丘署荒   

②院内助産所・助産師外来開設のための医療機関管理者及び助産師研修事業   123百万円  
原体戯屠所・戯彦御．釆の願謬を定置す∂居め、医療勝野轍〃影廣好／＼の研修の実施   

③助産所管理菖研修事業【新規】  11百万円  
彪塵屏の監督者として‾の威力の盾上の∈め、安全監督笹スタッフの農勿質券存どに厨する折衝玖気晩   

④潜在助産師復職研修事業  58百万円  
磨荏粛産卵筈友萩豪仁摩村の職者て凱玖碧仁屠す石戯謬噸好筈の卿貌  

（3）潜在看護職員の再就業支援等 し3ノ轡 308百万田   

①看護職員の確保が困難な地域・医療機関の看護職員確保のためのモデル事業  78百万円  
紛地変正賓し、虐脚筈象球宴に糊膠等の真顔孝屠じだ屠戎業の慮遭   

②看護職員就業状況等実態調査【新規】  87百万円  
潜在看護職賃の臭筋を膠す岳ノ∈彪）傭の実施 

③中央ナースセンター事業  143百万円  
或ぺ一成膨修好の窟好彦どの潜在看護用貨の房嘉業の促進を留るナース／11ンク責苦筈の実施  

4．養 成 力 の 確 保  4，960百万円  

①看護師等養成所運営事業  
鋼茹所侶謂旺ノの運営た二村すa気象  

②看護師養成所教育年限延長促進事業【新規】  

4，913百万円  

7百万円  
毒素漸二ゐソプ石4年勘冴ど椰伴う準停に避雷な専㈱豹こ好す石＿安濃  

③看護師養成所2年課程（通信制）導入促進事業  
姦窟拓養成所2年諾窟ム夢度覇紗を新だ点差鎚訊こ材する責凄嵩  

④助産師養成所開校促進事業  
卿拓∈㈱二打ダ石＿安濃  

⑤学生実習国民向けPR経費  
掛の真劉二つん一慨乙協力百求め石／∈めの広う筑  

25百万円  

13百万円  

2百万円  
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5．その他設備・施設整備事業  

リ⊥旦県崖！具性剋進運重量幸槌吐金⊥唖昌魂助塁し 4昼！ 

①看護師等養成所初度設備整備事業・教育環境改善設備整備事業（公的立及び民間立分）   

②院内助産所・助産師外来設備整備事業（公的立及び民間立分）  

（2し医褒堤倶娃呑吐施設聖堪男交但壷上皇土寸金ユ 

①看護師等養成所施設整備事業（民間立分）   

②看護師責成所教育年限延長整備事業（民間立分）【新規】   

③病院内保育所施設整備事業（公的立及び民間立分）  

10，893百万円の内数  
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④院内助産所・助産師外来施設整備事業（公的立及び民間立分）  

⑤看護師勤務環境改善施設整備事業・看護師宿舎施設整備事業（民間立分）  




